
第６期北区障害福祉計画・第２期北区障害児福祉計画

成果目標の達成状況

（１）福祉施設の入所者の地域生活への移行

R5実績 備考（達成状況等）

（２）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

R5実績 備考（達成状況等）

0人

1人

78人

0人

（３）地域生活支援拠点等が有する機能の充実

R5実績 備考（達成状況等）

（４）福祉施設から一般就労への移行等

R5実績 備考（達成状況等）

235人

2人

実施
（１回）

整備中

検討中

74人
（R5単年度

実績）

令和５年度末までに、区内に１つ以上の
地域生活支援拠点等を確保

【参考】
年度末にお
ける精神障
害者の利用

者数

目 標 値

目 標 値

令和５年度における一般就労移行者
のうち就労定着支援事業の利用者の
割合

7割

令和５年度における就労定着支援事
業の就労定着率８割以上の事業所の
割合

7割

目 標 値

保健、医療、福祉関係者による協議の場を開催

令和５年度末までの地域生活移行者
数

15人

地域定着支援事業

共同生活援助事業

自立生活援助事業

地域生活支援拠点等の運用状況について、
年１回以上検証・検討

83人
令和５年度中の福祉施設利用者の一
般就労への移行者数

令和５年度末の施設入所者数 242人

目 標 値

地域移行支援事業

「面的整備型」による段階的な整備を
目指している。必要な5つの機能（①相
談、②緊急時の受け入れ・対応、③体
験の機会・場の確保、④専門的人材の
確保・養成、⑤地域の体制づくり）の
うち、令和3年3月に開設した「ららら
たきのがわ」が②③④、令和4年度から
「就労・生活支援センター飛鳥晴山
苑」が②③の機能を担っている。

引き続き、協議の場を通じて支援体
制の構築に努めていく。

グループホーム等住まいの場や宿泊
体験を提供するための場を確保する
など、引き続き地域生活への移行の
ための支援体制の整備に努めてい
く。

一般就労への移行者数について、新
型コロナウイルス感染症の影響によ
り減少傾向にあったが、令和３年度
以降は増加傾向にあり、今後も増加
が見込まれる。

6割
（R5単年度

実績）

8割
（R5単年度

実績）
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資料６
北区自立支援協議会

（令和６年７月２５日）



（５）障害児支援の提供体制の整備等

R5実績 備考（達成状況等）

（６）相談支援体制の充実・強化等

R5実績 備考（達成状況等）

令和５年度末までに医療的ケア児
支援のための協議の場の設置

目 標 値

令和５年度末までに設置する主に重
症心身障害児を支援する放課後等デ
イサービス事業所数

充実

6か所

令和５年度末までに設置する主に重
症心身障害児を支援する児童発達支
援事業所数

令和５年度末までに設置する児童発
達支援センター

1か所

令和５年度末までに設置する医療的
ケア児等支援施設

1か所

令和５年度末までに医療的ケア児
等に関するコーディネーターの配
置

配置

2か所

令和５年度末までに保育所等訪問
支援を利用できる体制の構築

充実

東京都北区自立支援協議会「医療的
ケア児・者支援部会」を設置。

つみき第２
（医療型として、都立北療育医療セ
ンターもある。）

令和３年４月に設置。

引き続き体制の充実を図る。

つみき第５、つみき第６、つみき第
８、放課後等デイサービスぴーす

引き続き医療的ケア児等の受入れる
ことのできる支援施設の確保に努め
る。

4か所

0か所

充実

充実

1か所

1か所

目 標 値

令和5年度の実績としては未配置だ
が、令和6年4月に配置済。

・地域の相談支援事業者に対する訪
問等による専門的な指導・助言件
数：110件
・地域の相談支援事業者の人材育成
の支援件数：7件
・地域の相談機関との連携強化の取
組の実施回数：4回

基幹相談支援センターにおいて、相談支援体制
の充実・強化等の取組を実施

実施

未配置
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（７）障害福祉サービス等の質の向上

R5実績 備考（達成状況等）目 標 値

引き続き、都が実施する障害福祉
サービス等に係る研修その他の研修
への区職員の積極的な参加を図る。

引き続き、給付費の審査結果に基づ
き、障害福祉サービス等事業者に対
して、検証結果の周知を図る。

障害福祉サービス等に係る各種研修
の参加

促進

障害者自立支援審査支払等システム
による審査結果の活用・共有

年12回

促進

年12回
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